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論 文 要 旨

論文題目

Impact of Pacing and High-Pass Filter Settings on Ventricular Bipolar 

Electrograms in Implantable Cardioverter Defibrillator Systems: Implication of 

Predictors for Inappropriate Therapy Caused By Oversensing of Repolarization 

Electrograrns 

(ICD双極電位に及ぼす心室ペーシングとハイパスフィルターの効果：再分極電位オ

ーバーセンシングによる不適切作動予測因子の検討）
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論 文 要 旨
(1) 

【背景 と 目 的】 大規模臨床試験 において植込

型除細動器 （ I C D ） は致死的心室性不整脈

(V  T / V F ） によ る心臓突然死の リ ス ク を

改善する ゞ と が確認さ れてい る 方 不 適L. 

切な I C D 作動が Q

゜
L 低下のみな らず生命

予後の悪化因子の一 つ で あ る と し) う 報告 も あ

る 従っ て， 不適切 I C D 作動の回避は Q

゜
L およ び生命予後の 観点 か ら 極めて重要で あ

る 不適切 I C D 作動の原因である T 波オ

バ セ ンシ ン グにお いては I C D 双極電位波

高が重要であ る 心室 ペ ー シ ン グとハイ パ ス

フ イ ルタ は I C D 双極電位波高に影響する

..,.. 
とが示唆さ れて し) るが詳細は明 ら かではなし

ぃ 本研究では心室ペ シ ン グ とハイ パス フ

イ ルタ が I C D 双極電位波高 に及ぼす効果

を検討 し ， 不適切 I C D 作動の原因 と なる T 

波オ バ セ ン シ ングの予測因子を検討し た

【方法】対象は I C D 植込後の連続 1 3 症例

（男／女 1 2 / 1 平均年齢 4 8 歳）．術後



(2) 

洞調律時 A A I モ ド D D D モ ド

イ ソ プ ロ テ レ ノ ル （ I s 

゜
） 投与下の I C 

D 双 極電 位の R およ び T 波高 を ， 種類のハイ

パ ス フ イ ルタ で記録およ び計測を行 つ た

R 波 高と T 波高 の比 （ T / R 比 を算出 し

各 ハ イ パス フ イ ルタ 設定下で T 波オ バ

セ ン シ ン グの有無を検討 し た その後， T 波

オ ！ゞ セ ン シ ングの 予測 因子に つ いて疾患

別 （ ブルガダ症候群お よ び非 ブルガダ症候群）

に 比較およ び検討を行 つ た

【成績】 I C D 双極電位の R 波高 にお いて は

D D D モ ド はすべて の フ イ ルタ 設定で

他 の 3 条件 （洞調律 A A I モ ド I s 

゜
投与時） よ り も 有意に低値 を 示 し た 方

T 波高 にお いて は すべて の フ イ ル タ 設 定

で 4 条件 にお し） て有意差を認め なか つ た D 

D D モ ド は他 の 3 条件 （洞調率 A A I モ

ド
’ 

I s 〇投与時） に 比 し T ／ R 比＞

゜
2 5 が有意 に多 い傾向 を認め た ま た， ブル

ガ ダ症候群は非 ブルガ ダ症候群 に比 し ， 平均



(3) 

T 波高値が有意に高 値 を 示 した R 

゜
C 曲 線

によ る検討でブルガダ症候群の存在とハイパ

ス フ イ ルタ 設定 (A  1 / A 2 ） （ 1 

゜
／ 2 

゜
） (H  z ） における A A I モ ド時の T / 

R 比が T 波オ バ セ ンシ ン グの予測因子と

な り う る と考え られた

【結論】 本 研 究 において D D D ペ シ ングは

I C D 双極電位の R 波高を減高さ せ た また

ブル ガダ症候群の存在と A A I ペーシ ング時

の I C D 双極電位の T / R 比は T 波オ バ

セ ンシ ン グの予測因子とな り う る ヽ と が示さ'--

れた これ ら の新知見は T 波オ バ セ ンシ

ングによ る不適切 I C D 作動を回避する上で

重要な 臨 床 的 意 義 があ る と思われる
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（論文題目）

Impact of Pacing and High-Pass Filter Settings on Ventricular Bipolar Electrograms 

in Implantable Cardioverter Defibrillator Systems: Implication of Predictors 

for Inappropriate Therapy Caused By Oversensing of Repolarization Electrograms 

（論文審査結果の要旨）

上記論文に関して，研究に至る背景と目的，研究内容，研究成果の意義，学術的水準等につ

き検討し，以下の審査結果を得た．

1. 研究の背景と目的

大規模臨床試験において植込型除細動器 (ICD)は致死的心室性不整脈 (VT/VF)による

心臓突然死のリスクを改善することが確認されている． 一方，不適切な ICD作動がQOL低下の

みならず生命予後の悪化因子となることが注目されている．従って，不適切 ICD作動の回避はQ

OLおよび生命予後の観点から極めて重要である．不適切 ICD作動の原因である T波オーバーセ

ンシングにおいては ICD双極電位波高が重要である．心室ペーシングとハイパスフィルターは I

CD双極電位波高に影響することが示唆されているが詳細は明らかではない．そこで本研究では心

室ペーシングとハイパスフィルターが ICD双極電位波高に及ぼす効果を検言寸し，不適切 ICD作

動の原因となる T波オーバーセンシングの予測因子を検討した．

2. 研究内容：方法，結果および結論

（方法）対象は ICD植込後の連続 13症例 （男／女： 12/ 1, 平均年齢48歳）．術後，洞

調律時AAIモード， DDDモード，イソプロテレノール (IS 0)投与下の ICD双極電位のR

およびT波高を 9種類のハイパスフィルターで記録および計測を行った． R波高と T波高の比 (T

/R比）を算出し，各ハイパスフィルター設定下でT波オーバーセンシングの有無を検討したそ

の後， T波オーバーセンシングの予測因子について疾患別（ブルガダ症侯群および非ブルガダ症候

群）に比較および検言寸を行った．
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（結 果） ICD双極電位のR波高においては， DDDモードはすべてのフィルター設定で他の 3

条件（洞調律， AAIモード， ISO投与時）よりも有意に低値を示した 一方， T波高におい

ては，すべてのフィルター設定で4条件において有意差を認めなかった． DDDモードは他の 3条

件（洞調率， AAIモード， IS 0投与時）に比しT/R比＞ 0. 2 5が有意に多い傾向を認め

たまた，プルガダ症候群は非ブルガダ症候群に比し，平均T波高値が有意に高値を示した． RO

c曲線による検討でブルガダ症候群の存在とハイパスフィルター設定 (A1/A2) (10/20) 

(Hz)におけるAAIモード時のT/R比がT波オーバーセンシングの予測因子となりうると考

えられた．

（結 論）本研究においてDDDペーシングは ICD双極電位のR波高を減高させた．また，プ

ルガダ症候群の存在と AAIペーシング時の ICD双極電位のT/R比はT波オーバーセンシン

グの予測因子となりうることが示された．これらの新知見は臨床においてT波オーバーセンシング

による不適切 ICD作動を回避する上で重要な知見である．

3.研究成果の意義と学術水準

本研究により ，プルガダ症候群の存在と AAIペーシング時の ICD双極電位のT/R比がT

波オーバーセンシングの予測因子と して重要であることが示唆された．不適切 ICD作動の回避は

QOLおよび生命予後の観点から極めて重要であり，不適切 ICD作動の原因であるT波オーバー

センシング回避の可能性を検討した本研究は，学術的価値が高く，国際的に評価される知見を含む

と考えられる．

以上により ，本論文は学位授与に十分に値するものであると判断される．
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